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報告事項（2件）
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１. 第79期 (2024年４月１日から2025年３月31日まで) 事業報告、
連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類
監査結果報告の件

2. 第79期 (2024年４月１日から2025年３月31日まで) 計算書類
報告の件
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報告事項（2件）

 売上高:
・昨年に続き1926年創業以来の過去最高実績を実現。主に海外市場が牽引（為替の影響額:プラス約21.2億円）

・欧州の自動車補修市場向けスプレーガンやアメリカの木工塗装市場を主とした塗装機器、中国SCR社による
中国国外への輸出用圧縮機、インド及び日本の汎用小形圧縮機などの販売伸長

 営業利益率:
・海外の人件費や国内外における設備投資の伸長に伴う販売管理費の増加により、10.8%へ（前年度対比-0.7P）

 ROE:9.40%、1株当たり当期純利益:108.21円
（いずれも、為替差益の減少などに伴う当期純利益の減少による）
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 事業の経過及び成果

当連結会計年度における世界経済は、アメリカを中心に雇用や個人消費の堅調さがみられる一方で、欧州や中
国では高金利や不動産市場の低迷を背景に回復に地域差が見られました。総じて、金融引き締めや地政学リスク
などの影響も継続しており、設備投資の伸び悩みがみられたことで、世界経済は緩やかな回復にとどまりました。日本
経済においては、賃上げの浸透や物価上昇の一服感が個人消費の回復を下支えしましたが、世界経済の減速に
より、輸出や設備投資は伸び悩みました。企業業績や雇用環境は総じて堅調に推移した一方で、日銀の金融政策
動向や為替変動などの影響もあり、先行き不透明感が残るものの、全体としては緩やかな回復基調が続きました。

このような状況の中、当連結会計年度の業績は､売上高54,411百万円(前連結会計年度比1.8%増）､営業
利益5,903百万円(同4.4%減)､経常利益7,139百万円(同10.6%減)､親会社株主に帰属する当期純利益
4,276百万円(同13.3%減)となりました。これらの結果により、当連結会計年度のROEは9.40%(同2.3ポイント
減)となり、自己資本比率は67.7%と0.9ポイント上昇しております。

また、当連結会計年度より、「その他」として、コンシューマービジネスやモビリティアフターサービスなどに関する収益を
区分いたします。

報告事項（2件） P9
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日本市場販売比率 33.7％、海外市場販売比率 66.3％ となりました。

海外市場は、「その他」を除く全エリアで増収となりました。塗装機器の販売が好調であった
「欧州」「米州」や国外へ輸出する圧縮機の販売が堅調であった「中国」にて売上高が伸長
しましたが、一方で人件費の増加や為替の影響などに伴い減益となるエリアが増加しました。

報告事項（2件）

セグメント利益828百万円
（0.1%減）
（増収減益）

セグメント利益898百万円
（3.2%減）
（増収減益）

セグメント利益1,546百万円
（3.4%減）
（減収減益）

セグメント利益2,620百万円
（23.6%減）
（増収減益）

セグメント利益882百万円
（9.1%増）
（増収増益）

P10
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エアエナジー事業の概況

欧州・中国市場での圧縮機販売が低調も、販売戦略効果により中国からの輸出及び日本市場の売上が業績を下支え

11

区分
2024年
3月期

2025年
3月期

前年同期比

概況（矢印は前年同期比）
増減額

増減率
(%)

売
上
高

圧縮機 30,190 30,787 +596 +2.0

（日 本）↑計画的な販促キャンペーンの展開や価格改定の浸透により、下期にかけて売上が回復

↓業界において特に小形圧縮機の出荷台数は減少傾向

（欧 州）↓OEM先の需要動向の変化によりオイルフリー圧縮機の売上減少

（中 国）↓国内販売の低迷を輸出販売がカバーしきれず、売上が減少

（その他）↑インドや東アジアにおいて小形圧縮機の売上が伸長

真空機器 2,983 2,822 -161 -5.4 （米 州）↓前期に見られたスポット需要がなく真空ポンプの売上が減少

合計 33,174 33,609 +434 +1.3

営
業
利
益

エアエナジー 3,296 3,388 +92 +2.8

営業利益率：10.1％（前年同期比+0.2pts）※１

↓真空ポンプの原価率が上昇

↑SCR社※2の調達プロセスの見直しなどにより圧縮機の原価率が改善

【エリア別売上構成比のイメージと前年同期比※3】

日本

欧州米州
中国

その他圧縮機（コンプレッサ）

日本

欧州

米州

中国

その他

真空機器
日 本 ： 〇

欧 州 ： ×

米 州 ： 〇

中 国 ： ▽

そ の 他 : △

日 本 ： ▽

欧 州 ： ▽

米 州 ： ×

中 国 ： 〇

そ の 他 : ×

（単位：百万円）

（注）今期より、ECサイト販売をはじめとするコンシューマービジネスの収益は、「その他」に区分変更いたしました。前期については、区分変更を反映した遡及処理後の数値を掲載しています

※1 （製品別利益率のイメージ）
真空機器＞塗装機器＞圧縮機＞塗装設備

※2 （SCR社）
上海斯可絡圧縮機有限公司：中国の圧縮機製造販売子会社

※3 （前年同期比）
◎：10％～ 〇：3％～10％ △：0％～3％
▽：0％～-3％ ●：-3％～10％ ×：-10％～
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エアエナジー事業の概況 24年度活動総括（事業戦略）

景気減速により、短期施策は十分な効果を得ることができず。注力市場における中長期的な施策は計画通り展開

12

区分
2024年
3月期

2025年
3月期

前年同期比

活動概況
増減額

増減率
(%)

圧
縮
機

日本

欧州

米州

中国

その他

11,730

1,937

2,468

8,557

5,498

12,322

1,714

2,662

8,523

5,566

＋592

‐224

＋194

‐34

＋68

＋5.0

-11.5

＋7.9

-0.4

＋1.2

（日 本）市場台数規模は縮小も、計画的なキャンペーンの実施等により、需要期を取りこぼすこと
なくシェアは増加。他、ガス圧縮市場への製品トライアルを開始した。

（欧 州）新たな顧客開拓活動では、短期的な効果を得ることができず。

（米 州）車両搭載向け圧縮機の技術向上にむけた、グループパートナーとの技術交流を実施。

（中 国）国内向けの低迷を受け、新たな輸出先への開拓活動を継続。

（その他）インドでスクリューコンプレッサの販売競争力を高めるため、生産体制構築中。タイ・ベトナム
での、新規開拓は一定の成果を上げている。

真
空
機
器

日本

欧州

米州

中国

その他

1,154

193

789

565

283

1,126

190

682

614

210

-28

-3

-106

＋49

-73

-2.4

-1.6

-13.5

＋8.6

-25.7

（日 本）デジタルマーケティングによる、リードの獲得を試験的に実施。

（欧 州）新規販売パートナー開拓を現地法人と協働で実施。この活動を継続する。

（米 州）2次電池市場の用途開発に向け、工程別用途の調査及びプレイヤーの調査を継続。

（中 国）新たなOEM先との活動を開始。新たな市場のパートナーの開拓を継続。

（その他）タイにおけるマーケット調査を実施。この活動をアセアンエリアへ広げていく。

【エリア別売上構成比と構成比変動率】

日本

欧州米州

中国

その他圧縮機（コンプレッサ）

日本

欧州米州

中国

その他真空機器日 本 ： 40.0% +1.2%

欧 州 ： 5.6% -0.9%

米 州 ： 8.7% +0.5%

中 国 ： 28.3% -0.6%

そ の 他 ： 17.4% -0.2%

（単位：百万円）

日 本 ： 39.9% +1.2%

欧 州 ： 6.8% +0.3%

米 州 ： 24.2% -2.3%

中 国 ： 21.7% +2.8%

そ の 他 ： 7.4% -2.1%
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エアエナジー事業の概況 24年度活動総括（開発・生産）

製品・事業領域を拡大させるための研究が加速

13

生産性向上のための設備投資の継続と生産DXに着手

 コンプレッサの圧縮機本体をセットするだけ
で、基本性能である吐出空気量や電流
値、騒音値などを自動かつ連続で試験
及び性能測定可能な装置を導入。
付加価値を生み出す時間の創出により、
スクロールコンプレッサの技術開発が加速。

技術開発の加速

 国内外の企業や大学との共同研究・開発
を更に広げ、新機構圧縮機、新機構真空
ポンプ、熱利用機器、環境対応製品など
多角的な研究・開発を実施。

■スクロールコンプレッサグリス封入工程の自動化
グリス量を一定化し自動記録、トレーサビリティも強化。

■新型マシニングセンタ導入
スクロールコンプレッサ部品の加工精度向上及び加工
時間を約10％削減。

■レシプロコンプレッサの樹脂ピストン加工を内製化
加工品質の安定化とオイルフリーのコア技術を取込み。

共同研究・開発の加速

生産DXの推進

設備投資

多段パレットマシニングセンタ

■生産スケジューラーの導入に向け検討を開始
従業員と設備能力を分単位で連動させ、稼働率
及び作業効率の向上、部品・仕掛り在庫削減を
実現していく。

■トレーサビリティ体系の強化に向け、デジタル化を
推進。作業指示、品質記録を手書きの紙媒体
からタブレット連携へ変更し、工場内の記録を
一元管理。今後、品質記録データを有効活用し、
品質や顧客満足度を向上させていく。

性能測定装置

自動グリス封入装置

P13
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【アセアン】
販売及びサービス機能の強化を継続

→ アセアン市場において販売拡大の余地がある中形レンジの製品を中心に、
代理店網の構築を行なう。

最注力エリアにおける活動

2025年度の取り組み

エアエナジー事業の概況 25年度活動計画（事業戦略・開発）

【インド】
ノックダウン生産工場完成と現地生産品の販売開始

→ インドにおいてスクリューコンプレッサの組立工場が完成し、2025年度に販
売を開始する。リードタイムの短縮及び原価低減に伴う競争力強化によ
る販売増を計画する。

商品ラインナップの追加
→ 新たに中～大形機の市場投入することで、新たな市場の獲得を目指す。
→ ニッチ市場の獲得を目的に、マーケティング強化を行っていく。

【日本・中国】
グローバルへの製品開発拠点として投資継続
→スクロール技術を創出するための投資を継続し、新たな付加価値を与えた

スクロール圧縮機を市場投入するべく、製品開発を推進する。
→事業領域を拡大するための積極的な産学連携を継続し、研究フェーズから

製品開発フェーズへと移行する。

圧縮: 330億円
真空: 28億円

2024年度比: +107%

(YoY:106.3%) (YoY:100.7%) (YoY:111.6%) (YoY:93.4%) (YoY:122.7%) (YoY:114.3%)

【米州】
工場増設による生産機能の強化
→ブラジルの生産工場への投資を実施。今後の販売拡大に向け

生産機能の拡充を行なう。
スクリューコンプレッサ生産工場（インド）

P14
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コーティング事業の概況

欧州における塗装機器販売が堅調に推移し、全体売上を牽引。木工塗装市場の開拓も進展

15

【エリア別売上構成比のイメージと前年同期比※２】

日本

欧州

米州

中国

その他 日 本 ： △

欧 州 ： ◎

米 州 ： 〇

中 国 ： ●

そ の 他 : 〇

塗装機器

日本米州

中国

その

他

塗装設備 日 本 ： ×

欧 州 ： －

米 州 ： ×

中 国 ： ◎

そ の 他 : ×

（注）今期より、塗装時の作業環境を改善する「環境装置」の製品区分を「塗装機器」から「塗装設備」に変更いたしました。加えて、ECサイト販売をはじめとする
コンシューマービジネス収益は、「その他」に区分変更いたしました。前期については、区分変更を反映した遡及処理後の数値を掲載しています

区分
2024年
3月期

2025年
3月期

前年同期比
概況（矢印は前年同期比）

増減額 増減率

売
上
高

塗装機器 16,838 17,943 +1,104 +6.6％

（欧 州） ↑ 新製品を中心としたエアーブラシの需要が拡大

（欧州・米州）↑ 自動車補修市場向けスプレーガンや木工市場向け塗装用ユニットの売上が
好調に推移

塗装設備 3,300 2,736 -564 -17.1％
（中 国） ↑ 機械部品や樹脂成形品の生産に関連する塗装設備の納入が完了

（中国以外）↓ 設備投資動向に伴う期初受注残の不足や受注鈍化により売上が減少

合計 20,139 20,679 +539 +2.7％

営
業
利
益

コーティング 2,818 2,608 -210 -7.5％

営業利益率：12.6％（前年同期比－1.4pts）※１

↓ 売上減少や前期と異なる利益割合の案件有無などに伴う塗装設備の利益率の悪化

↑ 商品ミックスの変動による原価率の低下

（単位：百万円）

※1 （製品別利益率のイメージ）
真空機器＞塗装機器＞圧縮機＞塗装設備

※2 （前年同期比）
◎：10％～ 〇：3％～10％ △：0％～3％
▽：0％～-3％ ●：-3％～10％ ×：-10％～
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コーティング事業の概況 24年度活動総括（事業戦略）

16

区分
2024年
3月期

2025年
3月期

前年同期比
概況

増減額 増減率

塗
装
機
器

日本

欧州

米州

中国

その他

2,701

6,532

3,552

2,055

1,969

2,759

7,406

3,720

1,914

2,144

+58

+874

+168

-141

+175

+2.2%

+13.4%

+4.7%

-6.9%

+8.9%

（日 本）市場はシュリンク傾向であるもののスプレーガンの当社シェアはアップ。

（欧 州）自動車補修市場向けスプレーガンおよびエアーブラシ新製品の販売促進施策を実行。

（米 州）木工塗装市場向け塗装用ユニットおよび自動塗装機用自動ガンの販売が拡大。

（中 国）EV設備向け自動スプレーガンの企画開発、販売促進を実施。

（その他）インド市場への新規販売チャネル開拓活動を開始。

塗
装
設
備

日本

欧州

米州

中国

その他

2,540

-

34

242

536

1,982

-

12

470

273

-557

-

-23

+228

-263

-21.9%

-

-66.3%

+94.0%

-49.1%

（日 本）自動車Tier1,2向け案件が少なく不振も25年度、26年度案件を確保。

（欧 州）-

（米 州）メキシコの日系自動車メーカー不振により規模縮小。

（中 国）既存ユーザーの更新需要を獲得し大幅達成。

（その他）インド市場に注力市場を定め活動を開始。

【エリア別売上構成比と構成比変動率】

日本： 15.4% -0.7%
欧州： 41.3% +2.4%
米州： 20.7% -0.4%
中国： 10.7% -1.6%

その他： 11.9% +0.2%

（単位：百万円）

日本： 72.5% -3.3%
欧州： 0.0% ±0.0%
米州： 0.4% -0.6%
中国： 17.2% +10.0%

その他： 10.0% -6.0%

日本

欧州
米州

中国

その他

塗装機器

日本米州

中国

その他
塗装設備

欧州での新製品プロモーション施策が効果を発揮。塗装設備事業の収益改善が急務
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セラミック材料、離型剤、メッキ材料や高粘度材料用の機能性材料向
けに当社のコアコンピタンスである霧化技術（気液混相流、静電微粒
化）を活用し塗装以外の領域にも製品開発を開始した。
IWATA Technorogy Parkを設立し、
最新の加工設備や解析設備を積極的に
活用。新しい技術の創出や、試作プロセスの
一気通貫によるスピードアップを実現する。

コーティング事業の概況 24年度活動総括（開発・製造）

事業領域を拡大させるための研究が加速

17

生産性向上による競争力アップを図る

塗装設備事業の改革施策として、新設計コンセプトを採用した
「CUBIC LINE」を開発。本製品は、脱炭素化の推進に加え、設
置スペースを従来比で約50％削減し、工期の大幅短縮を実現でき
る。これにより環境負荷軽減を図り、お客様の多様なニーズへの対応
を実現する。早期の上市を目指す。

塗装設備の新製品開発

弘前大学、秋田大学、芝浦工業大学、九州工業大学やベンチャー
企業との共同研究を通じ、新たな霧化技術の開発、新しい表面処理
技術、環境にやさしい樹脂材料の開発、籾殻の再利用、脱炭素に貢
献する新素材開発によりコアコンピタンスを強化。

生産性向上投資

欧米市場の自動車補修市場
向けスプレーガンの販売拡大に
伴い、イタリアの子会社の生産
性向上と生産能力の増強に着
手。従来の約2倍の生産能力
を目指す。

製品に関する情報を一元管理し、部門を横断してリア
ルタイムにデータ共有できる体制の構築を開始。これに
より、製品開発プロセスの効率化と品質向上、さらには
リードタイムの短縮が可能となる。市場のニーズに即応
した魅力ある新製品を、より迅速に上市できる開発サイ
クルの実現を目指す。

共同研究の拡大
PLMの導入

新事業領域製品の開発

気液混相流解析モデル

IWATA Technology Park

P17
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【欧州】
生産機能の大幅拡大

→欧米市場の自動車補修市場の販売拡大に加え、工業
市場の販売拡大を加速度的に進めるため、開発および生産
能力を大幅に上げる設備投資を行なう。

【日本】
コア技術を活用した機能性材料塗布市場への新製品開発
→霧化・粒子コントロール技術を活用した新たな市場への挑戦を加速させる
ため、製品企画、開発への積極的な投資を行なう。

→コアコンピタンスである霧化技術を強化するための積極的な研究開発を継
続する。

最注力エリアにおける活動

2025年度の取り組み

【インド】
自動車補修市場向け新規チャネル開拓の推進

→ 成長著しいインド市場において、自動車補修市場へ
の販売チャネル拡大を推進する。

樹脂市場向け塗装設備の開拓活動を推進
→ ラボ施設を開設し、塗装テストによる引合獲得や市場

での認知度向上に注力する。

塗装機器: 192億円
塗装設備: 29億円

2024年度比: +106.9%

コーティング事業の概況 25年度活動計画（事業戦略・開発）

【東南アジア】
ローカルマーケットへの深耕

→日系以外の商流を活用し、現地エンドユーザーへの活動強化を
継続。現地普及率が増加しているEV車両製造工場で、塗装
機器の採用活動を進めていく。

(YoY:107.8%) (YoY:103.8%) (YoY:110.3%) (YoY:104.0%) (YoY:113.7%) (YoY:110.6%)

百万円

【米州】
自動車補修市場向け新製品の販売拡大
→欧州で好調の自動車補修市場向け新製品販売を北米市場に横展開し、

差別化戦略による販売拡大を進める。

P18
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営業基本方針

国内営業・サービス概況

19

19
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営業本部の今までの活動とこれからの活動

国内営業・サービス概況

20

営業本部の取り組み全体像

 サービス体制の再構築

 アフターサービスに最大注力することでリピート
受注を目指す（顧客生涯価値を最大化）

システム投資 行動変容

お客様満足の追求

市場成長が緩やかなため、既存のお客様を最大限におもてなしする
ことでリピート受注を目指す・・・・アフターマーケティング戦略

主要なシステム 目指すアウトプット

営業スタイルの構築 営業戦略の実践

システム投資開始
2019年

今中計終了
2028年3月

営業改革
2024年

データ蓄積＆大局方針策定

• 受注システム
(PartnerPortal)

• 修理システム
(CHECKROID)

• 顧客管理システム
(Salesforce)

• デジタルマーケティング
(HP関連)

各タッチポイント(問合せ・修理対応等)ごとにお客様満足度を定量評価し
PDCA改善を狙う

営業員の育成カリキュラム

• 製品だけではなく、サービスで
もお客様満足を実現する。

• 工場の安定的な稼働とサプ
ライチェーンへの安定発注

• 投資キャッシュの源泉確保

 KPIの徹底管理
 サービスを競争優位とする事で安値売りをしない

■

■ 24年度注力事項

25年度注力事項

凡例

P20
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営業本部(国内)売り上げ内訳

国内営業・サービス概況

21

136 143

45
55

CAGR 2.7%

【国内売上目標推移】

181億円
198億円

製品

サービス(部品・修理)

28%25%

2035年3月期2027年3月期2025年3月期

P21

中長期的にアフターサービス領域へ注力し、安定した収益基盤の構築を推進する。

30%以上
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A&Cサービス 新商材・新サービスの案内 【新領域の探索】

国内営業・サービス概況

マテハン事業塗装設備事業コンプレッサ事業

22

工場現場の作業において、まだ自動化・省人化の余地がある領域に積極的に挑戦する。

P22
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A.I.R. コンシューマー事業 【事業ポートフォリオの拡大】

国内営業・サービス概況

23

ECサイトでの一般消費者向けの販売と、ホームセンター向け卸販売を行う2つの主軸を持つ事業です。
エアーブラシ、DIY向けコンプレッサー、エアー工具をメインに、ANEST IWATA Racing などのグッズも販売し
ています。また、ANEST IWATAブランドを除く下記製品のマーケティング、企画、ブランディング、販売を担って
います。

アネスト岩田公式オンラインショップ（ECサイト）

Iwataブランドサイト

SPARMAXブランドサイト 23

P23
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自動車の整備、自動車補修、洗車・コーティング、をワンストップで提供します。
現在、神奈川県寒川町にて「AUTO TECH BASE湘南」（仮称）を建設中で、10月1日のオープンを目指して準備を進めて
います。さらに、海外展開として、フィリピンにも「ANEST IWATA A.I.R. Philippines, Inc.」を立ち上げ、グローバルな視点で同
様のサービス提供にも取り組んでいます。

※AUTO TECH BASE湘南（仮称）イメージ。
実際の店舗とはデザインが異なります。

アネスト岩田のお客様が属する業界、自動車補修業界の中に、私たち自身が入っていくという挑戦です。
私たちが目指しているのは、単に高品質なサービスを提供することではありません。
業界そのものの地位向上を目指し、そこで得られた知見を本社の製品開発にフィードバックし、新たな製品企画につなげて
いくことが目的です。

【事業内容】

板金サービス
最新の塗装ブースと高い安全性の作業機器、高度化の進む自動車に対応した電子整備機器により安心安全な確かな保障を付帯した
鈑金塗装サービスを行っていきます。

塗装
塗料メーカ様とタイアップを行うことにより高難易度化が進む最新の塗色にも対応しています。

洗車
車の塗面を知り尽くした熟練作業者たちによる一段上の洗車をご提供します。細かい部分の洗車も行う事で車の輝きが増していきます。

ガラスコーティング
上質な洗車の後には、高いこだわりを持って選び抜いた特殊なガラスコーティングを施工していきます。

24

Ａ．Ｉ．Ｒ． モビリティーアフターサービス事業 【事業ポートフォリオの拡大】

国内営業・サービス概況 P24


